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太
宰
府
の
文
化
財
459

太
宰
府
市
の
北
東
に
あ
る
宝
満
山
は
、

我
が
国
を
代
表
す
る
山
岳
信
仰
の
遺
跡
と

し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
平

成
25
(
２
０
１
３
)
年
10
月
17
日
の
官
報
告

示
で
国
の
史
跡
と
な
り
、
本
年
で
10
年
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
信
仰
の
山
は
尾
根
伝
い
で
他
の
信

仰
の
山
や
祭
祀
が
行
わ
れ
た
寺
社
と
つ
な

が
り
を
持
ち
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

は
修
験
道
を
専
ら
と
す
る
山
伏
た
ち
が
、

そ
の
間
を
往
来
す
る
「
峰
入
り
」
と
称
す
る

行
事
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
春
に
は

宝
満
山
を
出
て
三
郡
山
や
若
杉
山
を
経
て

宗
像
の
孔
大
寺
山
、
玄
界
灘
に
面
す
る
織

幡
宮
、
香
椎
宮
、
筥
崎
宮
か
ら
福
岡
城
を
経

由
し
、
高
宮
宮
、
春
日
神
社
、
武
蔵
寺
、
安
楽

寺
天
満
宮
を
通
っ
て
宝
満
山
に
戻
る
ル
ー

ト
で
葛
城
峰
(
春
峰
)
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
秋
に
は
宝
満
山
を
出
て
大
根
地
山
、
古

処
山
、
屏
山
、
馬
見
山
、
小
石
原
深
山
宿
、
大

日
岳
を
経
て
彦
山
(
江
戸
時
代
以
降
は
英

彦
山
)に
至
り
、
帰
り
は
筑
豊
の
里
を
辿
っ

て
宝
満
山
に
戻
る
ル
ー
ト
で
大
峰
(
秋
峰
)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

宝
満
山
と
彦
山
は
九
州
で
の
修
験
道
の

２
大
聖
地
と
さ
れ
、
彦
山
の
山
伏
は
春
峰

の
行
事
と
し
て
宝
満
山
ま
で
峰
入
り
を
し

て
２
つ
の
山
は
修
験
道
に
よ
っ
て
結
び
つ

き
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
宝
満
山
と
彦
山

の
間
は
全
長
約 

１
３
０
㎞
で
、
往
路
75
㎞

は
峰
か
ら
峰
へ
の
険
し
い
尾
根
路
で
72
日

を
か
け
て
勤
行
や
行
を
山
頂
な
ど
の
要
所

や
聖
地
と
さ
れ
る
場
所
で
繰
り
返
し
お
こ

な
い
、 

帰
路
は
里
の
道
を
３
日
で
帰
っ
て

い
ま
し
た
。
宝
満
山
の
中
宮
跡
に
あ
る
梵

字
磨
崖
仏
の
銘
文
に
文
保
２
年
(
１
３
１

８
)の
年
号
が
あ
り
、「
法
眼
幸
栄
十
六
度
」

と
彫
ら
れ
て
お
り
、
16
度
の
入
峰
を
し
た

数
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝
満
山
と
他
所
を

つ
な
ぐ
峰
入
り
は
こ
の
鎌
倉
時
代
か
ら
お

こ
な
わ
れ
た
い
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
ま
す
。

明
治
時
代
以
降
は
神
仏
分
離
令
や
修
験

宗
の
廃
止
令
を
背
景
に
宝
満
山
か
ら
山
伏

が
離
山
し
、
峰
入
り
も
途
絶
え
ま
し
た
が
、

明
治
22
(
１
８
８
９
)
年
に
春
峰
が
復
興
さ

れ
、
そ
の
後
、
昭
和
７(
１
９
３
２
) 

年
・

13 

(
１
９
３
８
)
年
・
14
(
１
９
３
９
) 

年

に
宝
満
山
か
ら
英
彦
山
へ
の
峰
入
り
が
お

こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
戦
争
が
激
し
く
な
る

と
と
も
に
峰
入
り
は
再
び
お
こ
な
わ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。昭
和
57
(
１

９
８
２
)
年
に
宝
満
山
の
山
伏
の
子
孫
や

宝
満
山
か
ら
彦
山
(
英
彦
山
)へ
の
峰
入
り
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し
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平成25年の峰入り（仏頂山での読経）

平成25年の峰入り
（英彦山南岳での移動）

こ
の
山
を
修
行
の
場
と
す
る
修
験
者
が
宗

派
を
超
え
て
結
集
し
て
「
宝
満
山
修
験
会
」

が
結
成
さ
れ
、
毎
年
５
月
の
第
２
日
曜
日

に
宝
満
山
へ
の
入
峰
、
５
月
の
最
終
日
曜

日
に
竈
門
神
社
で
の
採
灯
護
摩
供
が
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

竈
門
神
社
が
開
創
１
３
５
０
年
の
祭
典

を
行
っ
た
平
成
25
(
２
０
１
３
)
年
に
、
満

を
持
し
て
宝
満
山
修
験
会
に
よ
っ
て
４
月

25
日
か
ら
28
日
の
４
日
を
か
け
て
、
約
60

㎞
の
往
路
の
み
の
行
程
で
宝
満
山
か
ら
英

彦
山
ま
で
の
峰
入
り
が
再
興
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
際
に
は
13
人
の
山
伏
と
、
宝
満
山

の
史
跡
指
定
を
同
時
に
お
こ
な
っ
た
筑
紫

野
市
と
本
市
の
教
育
委
員
会
の
職
員
が
共

同
で
記
録
の
た
め
に
随
伴
し
ま
し
た
。

ル
ー
ト
や
行
の
復
興
は
大
変
で
、
長
ら
く

行
事
が
途
絶
え
て
い
た
た
め
古
文
書
や
地

名
な
ど
の
考
察
か
ら
、
何
度
も
推
考
す
る

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
十
分
に
は

解
明
で
き
て
お
ら
ず
、
２
つ
の
信
仰
の
山

を
つ
な
ぐ
峰
入
り
は
ま
だ
ま
だ
奥
の
深
い

行
事
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

文
化
財
課
　
　
　
山
村
　
信
榮

や
ま
む
ら

の
ぶ
ひ
で

※

平
成
25
年
の
峰
入
り
は
太
宰
府
市
公
文
書
館
紀
要 

年
報
太
宰
府
学
17
号
(
令
和
５
年
刊
行
)
で
報
告
し
て
い

ま
す
。

み
ね

い

か
ま

さ
い
と
う

ご

　
ま

　
く

ど
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議会を傍聴して
みませんか

本会議は51人、委員会は12人ま
で傍聴できます。詳しくは議会事務
局までご確認ください。

日 月 金木水火 土

21 22 23 24 25 26

本会議
市長提案理由説明

本会議
質疑･委員会付託

8/20

28 29 30 31 9/1 227

総務文教
常任委員会

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問
(予備日）

決算特別
委員会

決算特別
委員会

決算特別
委員会
(予備日）

4 5 6 7 8 93

11 12 13 14 15 1610

18 19 20 21 22 2317

本会議
委員長報告・質疑

討論・採決

9月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

敬老の日

環境厚生
常任委員会

建設経済
常任委員会

3月

定例会は
年に4回

9月

12月 6月

表紙写真：太宰府天満宮 仮殿（124年ぶりに大改修中の本殿前）


